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1．2014年9月期第2四半期決算

2．2014年9月期業績予想
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2014年9月期 第2四半期のまとめ

 消費税率変更に伴う売上早期化、金融業向け売上増加により増収

売上高： 422億円 前同比+43億円（+11.4%）

営業利益： 39億円 前同比+10億円（+37.0%）

 増収に伴い、販管費増加をカバーし、4割増益

 高稼働のもと、利益率も改善

純利益： 21億円 前同比+5億円（+35.8%）

 計画を上回る進捗も、期ズレが主要因のため、通期業績予想は据え置き

 受注順調。通期売上予想の94%を既に受注確保済み

期初予想比： 売上高+40億円、営業利益+14億円
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第2四半期連結決算 ＜前年同期比＞
（百万円）

2013年9月期

2Q累計

（10～3月）

①

2014年9月期

2Q累計

（10～3月）

②

前年同期比 2014年9月期
2Q累計

（2013/10/31予想）

③

公表予想差

②-③増減額

②-①
増減率

売上高 37,898 42,211 +4,312 +11.4% 38,200 +4,011

売上原価 29,274 32,054 +2,779 +9.5% － －

売上総利益 8,623 10,156 +1,532 +17.8% － －

売上総利益率 22.8% 24.1% +1.3P － －

販売費及び一般管理費 5,732 6,195 +463 +8.1% － －

営業利益 2,891 3,960 +1,068 +37.0% 2,520 +1,440

営業利益率 7.6% 9.4% +1.8P 6.6% +2.8P

売上高の顧客業種別内訳・対前年同期比増減理由

前2Q 当2Q 増減額 増減率 増減理由

官公庁 6,057 7,662 +1,604 +26.5% 大型案件増加、消費税率引き上げに伴う売上早期化の影響

金融・カード 17,690 20,645 +2,954 +16.7% 金融機関向けシステム開発、アウトソーシングサービスの売上増加

一般産業 14,150 13,903 △246 △1.7%

（百万円）
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営業利益の変動要因 ＜前年同期比＞

（百万円）

2013年9月期
第2四半期累計

営業利益

4,000

0

（予）2,520

2,000

+1,068

2,891

 経費削減と高稼働のもと利益率改善

2014年9月期
第2四半期累計

営業利益

+981

△463

売上高増加による
利益増

37,898→42,211
（+4,312）

売上総利益率改善

22.8%→24.1％
（+1.3P）

販管費増加
による利益減

5,732→6,195
（+463）

+551

 グループ情報システム刷新に係るコスト増 208百万円

 施策費用増（管理機能強化、情報発信等） 134百万円

3,960
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第2四半期連結決算 ＜前年同期比＞

（百万円）

2013年9月期

2Q累計

（10～3月）

①

2014年9月期

2Q累計

（10～3月）

②

前年同期比 2014年9月期
2Q累計

（2013/10/31予想）

③

公表予想差

②-③増減額

②-①
増減率

営業利益 2,891 3,960 +1,068 +37.0% 2,520 +1,440

営業外損益 78 100 +22 +28.3% － －

経常利益 2,970 4,061 +1,091 +36.7% 2,570 +1,491

特別損益 19 △18 △37 － － －

税金等調整前四半期純利益 2,989 4,043 +1,053 +35.3% － －

法人税等 1,193 1,670 +476 +40.0% － －

少数株主利益 244 266 +21 +8.8% － －

四半期純利益 1,550 2,106 +555 +35.8% 1,170 +936

1株当たり四半期純利益（円） 94.41 128.23 +33.82 +35.8% 71.24 +56.99
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シンクタンク・コンサルティング事業

2013年9月期

2Q累計

（10～3月）

2014年9月期

2Q累計

（10～3月）

前年同期比

増減額 増減率

売上高 7,212 9,068 +1,856 +25.7%

営業利益 869 1,413 +544 +62.6%

営業利益率 12.1% 15.6% +3.5P

受注高 9,416 13,433 +4,017 +42.7%

受注残高 17,486 23,033 +5,546 +31.7%

（百万円）

主なポイント

大型案件増加、消費税率引き上げを前に売上計上時期の早期化が進んだことにより、大幅増収

増収効果、稼働向上により、販管費増をカバーして増益

受注順調。今期売上分はほぼ確保。来期売上予定の案件も官公庁の発注早期化もあり出足良し
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ITソリューション事業
（百万円）

2013年9月期

2Q累計

（10～3月）

2014年9月期

2Q累計

（10～3月）

前年同期比

増減額 増減率

売上高 30,686 33,142 +2,455 +8.0%

営業利益 2,099 2,593 +493 +23.5%

営業利益率 6.8% 7.8% +1.0P

受注高 30,243 33,935 +3,691 +12.2%

受注残高 40,621 42,490 +1,868 +4.6%

主なポイント

金融業向けシステム開発案件、アウトソーシングサービスの増加により、増収

増収効果、原価削減により、販管費増加をカバーして増益

カード、その他金融機関向け案件受注増加により、受注高、受注残高とも前同比増加



Copyright (C) Mitsubishi Research Institute, Inc. この資料は、投資判断のご参考となる情報の提供を目的としたもので、
投資勧誘を目的として作成したものではありません。8

セグメント別受注残高 ＜前年同期末比＞

ITソリューション事業

(+1,868, +4.6%）

0

15,000

30,000

45,000

2013年9月期
第2四半期末

2014年9月期
第2四半期末

60,000
アウトソーシングサービス

(+832, +4.9%）

ITコンサルティング
・システム開発

(+1,035,+4.4%）

シンクタンク
・コンサルティング事業

(+5,546, +31.7%）

（百万円）
全社

（+7,414, +12.8%）

今期売上分、来期繰越分ともに前年同期末を上回る

 通期売上予想の94%の受注を確保済み

 震災復興、環境・エネルギー関連、金融・カード向けソリューションが堅調

58,108

23,614

17,007

17,486

65,523

24,650

17,839

23,033
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1．2014年9月期第2四半期決算

2．2014年9月期業績予想
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2014年9月期 連結業績予想

 シンクタンク・コンサルティング：

大型政策執行支援案件で下期売上増も、外注費も増加し、利益率押し下げ

 ITソリューション：

金融業向け堅調だが、一部に受注遅れあり

売上高予想： 868億円 前期比+56億円（+7.0%）

 受注積上げ、売上増による増益

 販管費はグループ情報システム刷新、他先行支出により増加見込

営業利益予想： 55億円 前期比+1.2億円（+2.4%）

当期純利益予想： 29億円 前期比+0.5億円（+1.9%）

前回(2013/10/31）予想から修正なし

計画を上回る進捗も、期ズレが主要因のため、通期据え置き
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2014年9月期 連結業績予想 前回(2013/10/31）予想から修正なし

2013年9月期

実績

①

2014年9月期

（予想）

②

前期比

増減額

②-①
増減率

売上高 81,127 86,800 +5,672 +7.0%

シンクタンク・コンサルティング事業 21,038 24,700 +3,661 +17.4%

ITソリューション事業 60,088 62,100 +2,011 +3.3%

営業利益 5,370 5,500 +129 +2.4%

営業利益率 6.6% 6.3% △0.3P

経常利益 5,566 5,650 +83 +1.5%

当期純利益 2,885 2,940 +54 +1.9%

1株当たり当期純利益（円） 175.67 179.01 +3.34 +1.9%

（百万円）
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2014年9月期 配当予想 前回(2013/10/31）予想から修正なし

配当方針
安定的な配当を継続的に行いながら、業績や財務健全性のバランス等も
総合的に勘案しつつ、配当水準の引き上げを目指す

2014年9月期

中間配当 ：20円

期末配当予想：20円

年間配当予想：40円

普通配当
25円

普通配当
30円

普通配当
30円

15％

2009年9月期
（実績）

2010年9月期
（実績）

2011年9月期
（実績）

30％

45％

20円

30円

40円
１
株
当
た
り
配
当
金

連
結
配
当
性
向

15.6％

26.1％

39.2%

年間30円

年間40円

記念配当
5円

記念配当
10円

0％
年間30円

新規上場

東証一部指定
＆設立40周年

記
念
配
当
５
円
分
を

普
通
配
当
に
上
乗
せ

普通配当
30円

2012年9月期
（実績）

年間30円

43.2%

普通配当
35円

2013年9月期
（実績）

年間35円

22.3%

普通配当
40円

2014年9月期
（予想）

年間40円

19.9%
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TEL ： 03-6705-6001
FAX ： 03-5157-2171
E-mail ： ir-info@mri.co.jp
URL ： http://www.mri.co.jp/

経理財務部 IR室

将来の見通しに関する注意事項

この資料は、将来の見通しに関する記述を含んでいます。予想値を含めこれら将
来の見通しに関する記述は、現時点で入手可能な情報に基づいた当社の判断に
よるものです。

こうした記述は将来の業績を保証するものではなく、予測困難なリスクや不確実性
を内包するものです。したがって、実際の業績等は、これら種々の要因によって見
通しと異なる結果となることがあります。

当社は、将来の事象や新たな情報等を反映して、将来の見通しに関する記述を更
新したり改訂したりする義務を負いません。


